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(54)【発明の名称】 有機ＥＬ表示装置の製造法

(57)【要約】
【課題】  有機ＥＬ表示装置を簡便な製造工程で製造す
る。
【解決手段】  基材６上に離型層７を介して背面電極５
および有機層４２を積層して転写体Ｂ１とする一方、透
明基板１上に透明電極２を設けた表示基板３の透明電極
２上に有機層４１を設けて、この有機層４１上に上記転
写体Ｂ１の有機層４２を密着させて有機層４１，４２同
士を熱融着させ、離型層７を介して基材６を剥離して、
表示基板３の透明電極２上に上記転写体Ｂ１の有機層４
２および背面電極５を転写積層する方法であって、上記
転写体Ｂ１の有機層４２または表示基板３上の有機層４
１のどちらかに発光材料を含ませて、発光材料を有機層
４の厚み方向における透明電極２側か背面電極５側かの
どちらかに偏在させることを特徴とする有機ＥＬ表示装
置の製造方法。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  透明基板上に透明電極を設けて表示基板
とし、この表示基板の透明電極上に発光材料を含む有機
層および背面電極を積層してなり、発光材料が有機層の
厚み方向における透明電極側か背面電極側かのどちらか
に偏在していることを特徴とする有機ＥＬ表示装置。
【請求項２】  透明基板上に透明電極として各透明画素
電極および各画素を駆動する薄膜トランジスタ（ＴＦ
Ｔ）を設けて表示基板とし、この表示基板の各画素位置
に各画素に対応した発光材料を含む有機層および背面電
極を積層してなり、発光材料が有機層の厚み方向におけ
る透明電極側か背面電極側かのどちらかに偏在している
ことを特徴とするフルカラー有機ＥＬ表示装置。
【請求項３】  請求項１に記載の有機ＥＬ表示装置の製
造方法において、基材上に離型層を介して背面電極およ
び有機層を積層して転写体とする一方、表示基板の透明
電極上に有機層を設けて、この有機層上に上記転写体の
有機層を密着させて有機層同士を熱融着させ、離型層を
介して基材を剥離して、表示基板の透明電極上に上記転
写体の有機層および背面電極を転写積層する方法であっ
て、上記転写体の有機層または表示基板上の有機層のど
ちらかに発光材料を含ませて、発光材料を有機層の厚み
方向における透明電極側か背面電極側かのどちらかに偏
在させることを特徴とする有機ＥＬ表示装置の製造方
法。
【請求項４】  請求項２に記載のフルカラー有機ＥＬ表
示装置の製造方法において、基材上に離型層を介して背
面電極および各画素に対応した発光材料を含む有機層を
積層して各画素用の転写体とする一方、表示基板の透明
電極上に有機層を設けて、この有機層上に上記各画素用
の転写体の有機層を各画素位置で密着させて有機層同士
を熱融着させ、離型層を介して基材と各画素位置以外の
有機層および背面電極を剥離して、表示基板の各画素位
置に各画素に対応した発光材料を含む有機層および背面
電極を順次転写積層するとともに、発光材料を有機層の
厚み方向における背面電極側に偏在させることを特徴と
するフルカラー有機ＥＬ表示装置の製造方法。
【請求項５】  有機層同士の熱融着にあたり、サーマル
ヘッドを使用する請求項４に記載のフルカラー有機ＥＬ
表示装置の製造方法。
【請求項６】  有機層同士の熱融着にあたり、レーザ光
を使用する請求項４に記載のフルカラー有機ＥＬ表示装
置の製造方法。
【請求項７】  請求項２に記載のフルカラー有機ＥＬ表
示装置の製造方法において、基材上に離型層を介して背
面電極および有機層を積層して転写体とする一方、表示
基板の各画素位置に各画素に対応した発光材料を含む有
機層を設けて、この有機層上に上記転写体の有機層を密
着させて有機層同士を熱融着させ、離型層を介して基材
を剥離して、表示基板の各画素位置に有機層および背面
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電極を転写積層するとともに、発光材料を有機層の厚み
方向における透明電極側に偏在させることを特徴とする
フルカラー有機ＥＬ表示装置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、有機ＥＬ（エレク
トロルミネッセント）表示装置、とくにフルカラー有機
ＥＬ表示装置に関するものである。
【０００２】
【従来の技術】有機ＥＬ素子は、有機化合物の電界発光
を利用した発光素子で、自己発光のため、視認性が高
く、完全固体素子であるため、耐衝撃性にすぐれてお
り、さらに低電圧駆動を行えるなどの特徴を備えてい
る。このため、この有機ＥＬ素子を使用した表示装置
は、各種分野での利用が注目されている。
【０００３】有機ＥＬ表示装置は、透明基板上に透明電
極を設けて表示基板とし、この基板の透明電極上に発光
材料を含む有機層および背面電極を積層した構成からな
る。その製造は、特開平１１－８７０６３号公報にみら
れるように、表示基板上への有機層の積層は発光材料を
含む塗布液を塗布し乾燥する大気中製膜により、また背
面電極の積層はＡｌやＡｇなどを蒸著する真空中製膜に
より、行われており、大気中製膜と真空中製膜とが混在
する煩雑な工程となっている。
【０００４】また、有機ＥＬ表示装置の用途を広げるに
は、カラー化が必要であり、その方法として、赤
（Ｒ）、緑（Ｇ）、青（Ｂ）の３原色で発光する発光材
料をマトリックス状に配置する方法が知られている。と
くに、上記３種の発光材料を高精細にマトリックス状に
配置するために、各色の発光材料をフィジカルマスク越
しに蒸著する方法（特開平８－２２７２７６号公報）
や、画素間に障壁を設けてその高さと発光材料の蒸着角
度で各色の発光層を分けて形成する方法（米国特許第５
２９４８６９号明細書）などにより、パターニングする
方法がある。
【０００５】しかし、フィジカルマスクを用いる方法
は、位置合わせや高精細パネル用マスクの作製が困難で
あり、フィジカルマスクで高精細カラーパネルを作製す
ることは非現実的である。また、画素間に障壁を設ける
方法では、高さの異なる障壁を作り込まなければならな
いし、真空内で蒸着角度を変えて複数回蒸著する必要が
あり、工程が複雑で安価にカラー表示装置を提供できな
い。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】本発明は、このような
従来の事情に照らして、有機ＥＬ表示装置を簡便な製造
工程により製造すること、とくにカラー化した有機ＥＬ
表示装置を簡便な製造工程により安価に製造することを
目的としている。
【０００７】
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【課題を解決するための手段】本発明者らは、上記の目
的に対して、鋭意検討した結果、基材上に離型層を介し
て背面電極および有機層を積層した転写体を作製する一
方、表示基板の透明電極上に有機層を設けて、この有機
層上に上記転写体の有機層を密着させて有機層同士を熱
融着させ、離型層を介して基材を剥離すると、表示基板
の透明電極上に上記転写体の有機層および背面電極を転
写積層できること、この方法において、上記転写体の有
機層または表示基板上の有機層のどちらかに発光材料を
含ませると、発光材料が有機層の厚み方向における透明
電極側か背面電極側かのどちらかに偏在した有機ＥＬ表
示装置が得られることがわかった。
【０００８】この方法によると、従来のように表示基板
上に発光材料を含む有機層を大気中製膜しさらにその上
に背面電極を真空中製膜するといった煩雑な工程が不要
で、有機層の熱融着性を利用して背面電極を転写積層で
きるので、有機ＥＬ表示装置の製造工程が簡便となり、
またこの有機ＥＬ表示装置は、従来方法で製造される有
機ＥＬ表示装置となんら遜色のない有機ＥＬ素子本来の
すぐれた性能を発現できる。しかも、この方法による
と、マルチ型やフルカラー型の任意のカラー化が容易で
あり、たとえば、フルカラー有機ＥＬ表示装置について
は、以下のような簡便な工程で安価に製造することがで
きる。
【０００９】フルカラー化のひとつの方法は、基材上に
離型層を介して背面電極および各画素に対応した発光材
料を含む有機層を積層して各画素用の転写体を作製する
一方、透明基板上に透明電極として各透明画素電極およ
び各画素を駆動する薄膜トランジスタ（ＴＦＴ）を設け
てなる表示基板を使用し、この表示基板の上記透明電極
上に有機層を設けて、この有機層上に上記各画素用の転
写体の有機層を各画素位置で密着させて有機層同士を熱
融着させ、離型層を介して基材と各画素位置以外の有機
層および背面電極を剥離して、表示基板の各画素位置に
各画素に対応した発光材料を含む有機層および背面電極
を順次転写積層する方法である。これにより、発光材料
が有機層の厚み方向における背面電極側に偏在したフル
カラー有機ＥＬ表示装置を簡便な工程で安価に製造でき
る。
【００１０】フルカラー化のもうひとつの方法は、基材
上に離型層を介して背面電極および有機層を積層して転
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写体を作製する一方、前記同様の表示基板を使用し、こ
の表示基板の各画素位置に各画素に対応した発光材料を
含む有機層を設けて、この有機層上に上記転写体の有機
層を密着させて有機層同士を熱融着させ、離型層を介し
て基材を剥離して、表示基板の各画素位置に有機層およ
び背面電極を転写積層する方法である。これにより、発
光材料が有機層の厚み方向における透明電極側に偏在し
たフルカラー有機ＥＬ表示装置を簡便な工程で安価に製
造できる。
【００１１】
【発明の実施の形態】以下、本発明の実施の形態につい
て、図面を参考にして説明する。図１は、本発明の有機
ＥＬ表示装置の基本構成を示したものである。この有機
ＥＬ表示装置Ａ１は、透明基板１上に透明電極２を設け
て表示基板３とし、この表示基板３の透明電極２上に発
光材料を含む有機層４および背面電極５を積層してな
り、発光材料が有機層４の厚み方向イにおける透明電極
２側か背面電極５側かのどちらかに偏在した構成、たと
えば、透明電極２側の有機層４１よりも背面電極５側の
有機層４２に偏在した構成となっている。
【００１２】表示基板３において、透明基板１にはガラ
ス、ＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）、ポリイミ
ドなどの透明材料が用いられ、透明電極２には陽電極と
して透明性を有する電極材料、とくにＩＴＯ（インジウ
ム錫酸化物）が用いられる。背面電極５には陰電極とし
て耐食性が悪くない電極材料、とくにＡｌやＡｇなどが
用いられ、仕事関数の調整のため、上記材料にアルカリ
金属やアルカリ土類金属を添加してもよい。発光材料を
含む有機層４には低分子材料も使用できるが、膜の均一
性、機械強度などの点より、高分子材料が好ましく、通
常は、導電性高分子を主成分としてこれに必要により適
宜の添加剤を加えたものをベースとし、これらの材料中
に発光材料を含ませたものが用いられる。
【００１３】有機層４において、上記の導電性高分子と
しては、たとえば、ポリエチレンジオキシチオフェン、
ポリビニルカルバゾール、ポリアニリンなどが好ましく
用いられる。これらの化学式を示すと、以下のとおりで
ある。
【００１４】
【化１】
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【００１５】また、有機層４において、上記の添加剤と
しては、たとえば、ポリスチレンスルホン酸、フェニル
－ｔ－ブチルフェニルオキサジアゾールなどが用いられ
る。これらの化学式を示すと、以下のとおりである。こ
れらの添加剤は、導電性高分子１００重量部あたり、通
常１～３０重量部となる割合で用いられる。
【００１６】
【化２】

【００１７】さらに、有機層４において、上記の発光材
料には、主に、赤色（Ｒ）の発光材料、緑色（Ｇ）の発
光材料、青色（Ｂ）の発光材料が用いられるが、場合に
よりこれらの三原色以外の発光材料として、下記の化学
式で表される、ルブレンなどの黄色の発光材料を使用す
ることもできる。これらの発光材料は、導電性高分子１
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００重量部あたり、通常０．１～１０重量部となる割合
で用いられる。
【００１８】
【化３】

【００１９】赤色（Ｒ）の発光材料には、ナイルレッ
ド、スチリル色素などが用いられる。これらの化学式を
示すと、以下のとおりである。
【００２０】
【化４】
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【００２１】緑色（Ｇ）の発光材料には、アルミニウム
キノリノール錯体、クマリンなどが用いられる。これら
の化学式を示すと、以下のとおりである。
【００２２】
【化５】

【００２３】青色（Ｂ）の発光材料には、スチリルアリ
ーレン誘導体、オキサジアゾール誘導体などが用いられ
る。これらの化学式を示すと、以下のとおりである。
【００２４】
【化６】
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【００２５】本発明において、上記構成の有機ＥＬ表示
装置Ａ１は、たとえば、図２に示す方法により、製造す
ることができる。すなわち、まず最初に、基材６上に離
型層７を介して背面電極５および有機層４２を積層し
て、転写体Ｂ１を作製する。つぎに、透明基板１上に透
明電極２を設けてなる表示基板３における透明電極２上
に有機層４１を設けて、この有機層４１上に上記転写体
Ｂ１の有機層４２を密着させて有機層４１，４２同士を
熱融着させたのち、離型層７を介して基材６を剥離する
と、表示基板３の透明電極２上に転写体Ｂ１の有機層４
２および背面電極５が転写積層される。
【００２６】この方法において、転写体Ｂ１の有機層４
２または表示基板３上の有機層４１のどちらかに発光材
料を含ませると、この発光材料が両層４１，４２が融着
一体化した有機層４の厚み方向イにおける透明電極２側
か背面電極５側かのどちらかに偏在した、たとえば転写
体Ｂ１の有機層４２に発光材料を含ませると、熱融着時
にその一部は透明電極２側の有機層４１に移行するが、
全体的には、背面電極５側の上記有機層４２に偏在した
有機ＥＬ表示装置Ａ１が得られる。
【００２７】上記の方法において、転写体Ｂ１を構成す
る基材６には、熱融着をサーマルヘッドを用いた加熱方
式で行う場合は、ヘッドと接触しやすいようなフレキシ
ブル性と、熱が離型層や有機層などに伝わりやすいよう
な厚さを考慮して、ＰＥＴフィルムを使用するのが望ま
しい。また、熱融着をレーザ光を用いた加熱方式で行う
場合は、レーザ光（レーザビーム）が背面電極５に集光
することを妨げない透明性を考慮して、ＰＥＴフィルム
やガラスを使用するのが望ましい。基材６の材料は、上
記熱融着の加熱方式などにより、適宜選択できるもので
ある。また、離型層７には、離型材料としてポリエチレ
ンワックス、カルナバワックス、パラフィンワックスな
どのワックス類を使用するのが望ましい。
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9
【００２８】また、有機層４１，４２は、良好な熱融着
性を得るため、通常は、同一の有機材料（導電性高分子
またはこれと添加剤）を使用するが、場合により、異な
る有機材料（導電性高分子またはこれと添加剤）を使用
してもよい。この場合、有機層４１には、正孔注入性や
正孔輸送性の点より、最高被占準位（ＨＯＭＯ：Ｈｉｇ
ｈｅｓｔ  Ｏｃｃｕｐｉｅｄ  Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ  Ｏ
ｒｂｉｔａｌ）が透明電極２（陽電極）の仕事関数に近
い有機材料が用いられる。また、有機層４２には、電子
注入性や電子輸送性の点より、最低空準位（ＬＵＭＯ：
Ｌｏｗｅｓｔ  Ｏｃｃｕｐｉｅｄ  Ｍｏｌｅｃｕｌａｒ
  Ｏｒｂｉｔａｌ）が背面電極５（陰電極）の仕事関数
に近い有機材料が用いられ、仕事関数を調整するため
に、上記電子注入性や電子輸送性を持つ有機材料にさら
にＳｎ2+のように還元剤として働くイオンを添加しても
よい。
【００２９】なお、上記のように、有機層４１に正孔注
入性や正孔輸送性にすぐれた有機材料を、有機層４２に
電子注入性や電子輸送性にすぐれた有機材料を用いる場
合、両層４１，４２の熱融着性の点より、有機層４１ま
たは有機層４２を二層構成としてもよい。たとえば、有
機層４１を二層構成として、正孔注入性や正孔輸送性に
すぐれた有機材料を内層とし、その上に有機層４２と同
一の有機材料である、電子注入性や電子輸送性にすぐれ
た有機材料を表面層として形成するか、逆に、有機層４
２を二層構成として、電子注入性や電子輸送性にすぐれ
た有機材料を内層とし、その上に有機層４１と同一の有
機材料である、正孔注入性や正孔輸送性にすぐれた有機
材料を表面層として形成してもよい。なおまた、上記二
層構成とした有機層４１（または有機層４２）に発光材
料を含ませる場合、二層構成のうちのいずれかの層に、
あるいは二層間に別の層として上記発光材料を含ませる
ようにしてもよい。
【００３０】なお、上記の方法において、転写体Ｂ１を
構成する離型層７および有機層４２、表示基板３上の有
機層４１については、それぞれ、各材料の溶媒溶液や分
散液などを用いて、これを塗布し乾燥する方法により、
大気中製膜される。また、転写体Ｂ１を構成する背面電
極５や、表示基板３上の透明電極２については、それぞ
れ、真空蒸着、スパッタリングなどの方法により、真空
製膜される。
【００３１】このように、転写体Ｂ１を使用して、これ
にあらかじめ設けた背面電極５を、有機層４の熱融着性
を利用して、表示基板３側に転写積層する方法による
と、従来のように表示基板３上に有機層および背面電極
を順次形成していた方法に比べて、製造工程が簡便とな
り、有機ＥＬ表示装置を簡便に製造できる。また、カラ
ー化も容易で、Ｒ、Ｇ、Ｂの発光材料を組み合わせて使
用することにより、マルチ型やフルカラー型の有機ＥＬ
表示装置を簡便に安価に製造できる。
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【００３２】図３は、上記の転写積層方法を応用して製
造したフルカラー有機ＥＬ表示装置の一例を示したもの
である。このフルカラー有機ＥＬ表示装置Ａ２は、表示
基板３として、透明基板１上に透明電極２としての各透
明画素電極２Ｘ，２Ｙ，２Ｚおよび各画素を駆動する薄
膜トランジスタ（ＴＦＴ）９を設けてなるものを使用
し、この基板３の各画素位置ｘ，ｙ，ｚに各画素に対応
した発光材料を含む有機層４（４Ｘ，４Ｙ，４Ｚ）およ
び背面電極５を積層してなり、発光材料が有機層４の厚
み方向イにおける透明電極２側か背面電極５側かのどち
らかに偏在した構成、たとえば、透明電極２側の有機層
４１よりも背面電極５側の有機層４２に偏在した構成と
なっている。また、たとえば、画素位置ｘの有機層４Ｘ
は赤色（Ｒ）の発光材料を含む層、画素位置ｙの有機層
４Ｙは緑色（Ｇ）の発光材料を含む層、画素位置ｚの有
機層４Ｚは青色（Ｂ）の発光材料を含む層となってい
る。さらに、背面電極５を被覆するエポキシ樹脂などか
らなる保護層８を基板全面に設けている。
【００３３】このようなフルカラー有機ＥＬ表示装置Ａ
２は、下記の方法で製造できる。最初に、図２に示す転
写体Ｂ１の場合と同様に、基材６上に離型層７を介して
背面電極５および各画素に対応した発光材料を含む有機
層４２を積層して各画素用の転写体を作製する。すなわ
ち、あらかじめ有機層４２中にＲ、ＧまたはＢの発光材
料を含ませた３種の転写体を作製する。一方、透明基板
１上に透明電極２としての各透明画素電極２Ｘ，２Ｙ，
２Ｚおよび各画素を駆動する薄膜トランジスタ（ＴＦ
Ｔ）９が設けられた表示基板３の上記透明電極２（各透
明画素電極２Ｘ，２Ｙ，２Ｚ）上に有機層４１を基板全
面に設ける。
【００３４】つぎに、上記の有機層４１上に、たとえ
ば、まず、Ｒの発光材料を含ませた転写体の有機層４２
を、画素位置ｘで密着させて有機層４１，４２同士を熱
融着させ、離型層７を介して基材６と画素位置ｘ以外の
有機層４２および背面電極５を剥離して、表示基板３の
画素位置ｘにＲの発光材料を含む有機層４２および背面
電極５を転写積層する。ついで、Ｇの発光材料を含ませ
た転写体の有機層４２を画素位置ｙで密着させて有機層
４１，４２同士を熱融着させ、離型層７を介して基材６
と画素位置ｙ以外の有機層４２および背面電極５を剥離
して、表示基板３の画素位置ｙにＧの発光材料を含む有
機層４２および背面電極５を転写積層する。最後に、Ｂ
の発光材料を含ませた転写体の有機層４２を画素位置ｚ
で密着させて有機層４１，４２同士を熱融着させ、離型
層７を介して基材６と画素位置ｚ以外の有機層４２およ
び背面電極５を剥離して、表示基板３の画素位置ｚにＢ
の発光材料を含む有機層４２および背面電極５を転写積
層する。
【００３５】このように、表示基板３の有機層４１上に
各画素用の転写体の有機層４２を各画素位置ｘ，ｙ，ｚ
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で密着させて有機層４１，４２同士を熱融着させ、離型
層７を介して基材６と各画素位置ｘ，ｙ，ｚ以外の有機
層４２および背面電極５を剥離して、表示基板３の各画
素位置ｘ，ｙ，ｚに各画素に対応した発光材料Ｒ、Ｇ、
Ｂを含む有機層４２および背面電極５を順次転写積層し
たのち、背面電極５を被覆するエポキシ樹脂などを基板
全面にモールドし硬化させて、保護層８を形成すると、
発光材料Ｒ、Ｇ、Ｂが有機層４の厚み方向イにおける背
面電極５側の有機層４２に偏在したフルカラー有機ＥＬ
表示装置Ａ２が得られる。
【００３６】なお、上記のように、有機層４１，４２同
士を各画素位置ｘ，ｙ，ｚで部分的に熱融着させるに
は、サーマルヘッドまたはレーザ光を使用して、転写体
の基材裏面よりパターン状に加熱すればよい。その際、
熱融着を促進するために、表示基板３の透明基板裏面側
より同時に、サーマルヘッドやレーザ光を照射したり、
透明電極２（陽電極）への通電により、加熱するように
してもよい。
【００３７】図４は、発光材料が有機層の厚み方向にお
ける透明電極側に偏在したフルカラー有機ＥＬ表示装置
Ａ３を示したものである。各構成要素については、フル
カラー有機ＥＬ表示装置Ａ２の場合と同じであるため、
図３と同一符号を付し、その詳しい説明は省略する。こ
のフルカラー有機ＥＬ表示装置Ａ３は、下記の方法で製
造できる。
【００３８】最初に、図２に示す転写体Ｂ１の場合と同
様に、基材６上に離型層７を介して背面電極５および有
機層４２を積層して転写体を作製する。一方、透明基板
１上に透明電極２としての各透明画素電極２Ｘ，２Ｙ，
２Ｚおよび各画素を駆動する薄膜トランジスタ（ＴＦ
Ｔ）９が設けられた表示基板３の各画素位置ｘ，ｙ，ｚ
に各画素に対応した発光材料を含む有機層４１を設け
る。つまり、表示基板３の画素位置ｘにＲの発光材料を
含む有機層４１を、画素位置ｙにＧの発光材料を含む有
機層４１を、画素位置ｚにＢの発光材料を含む有機層４
１を、各材料の溶液ないし分散液を用いてインクジェッ
ト法などにより、製膜する。
【００３９】つぎに、この有機層４１上に、上記転写体
の有機層４２を密着させて有機層４１，４２同士を熱融
着させ、離型層７を介して基材６を剥離して、表示基板
３の各画素位置ｘ，ｙ，ｚに有機層４２および背面電極
５を転写積層する。なお、熱融着に際して、サーマルヘ
ッドやレーザ光を用いて、画素位置ｘ，ｙ，ｚのみをパ
ターン状に部分加熱すると、基材６の剥離時に画素位置
ｘ，ｙ，ｚ以外の有機層４２および背面電極５も同時に
剥離除去される。また、ホットプレスなどの手法により
基板全面にわたり加熱すると、図４に示すように画素位
置ｘ，ｙ，ｚ以外にも、つまり基板全面にわたり有機層
４２および背面電極５が転写積層されるが、このように
転写積層してもとくに問題はない。
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【００４０】ついで、上記のように転写積層したのち、
背面電極５を被覆するエポキシ樹脂などを基板全面にモ
ールドし硬化させて、保護層８を形成することにより、
発光材料Ｒ、Ｇ、Ｂが有機層４の厚み方向イにおける透
明電極２側の有機層４１に偏在したフルカラー有機ＥＬ
表示装置Ａ３が得られる。
【００４１】本発明の有機ＥＬ表示装置、とくにフルカ
ラー有機ＥＬ表示装置は、上記した簡便な工程により安
価に製造でき、しかも有機ＥＬ素子（電界発光素子）本
来のすぐれた性能を発現できるので、フラットパネルテ
レビ、携帯端末のディスプレイなど、従来公知の幅広い
用途に利用することができる。
【００４２】
【実施例】以下、本発明の実施例について説明するが、
本発明は、以下の実施例にのみ限定されるものではな
い。以下、部とあるのは重量部を意味する。
【００４３】実施例１
透明なＰＥＴ基板上に信号線、走査線、コンデンサなど
を含むアクティブマトリクス用ＴＦＴ回路の画素群をつ
くり込んだのち、透明電極としてＩＴＯをスパッタリン
グにより製膜したフルカラー用表示基板上に、ポリビニ
ルカルバゾール１部をジクロロエタンに溶解した溶液
を、スピンコートにより塗布、乾燥して、ポリビニルカ
ルバゾール膜からなる有機層を形成した。
【００４４】一方、ＰＥＴフィルムからなる基材上に、
ポリエチレンワックス１５部をトルエンに分散した分散
液を塗布、乾燥して、０．５μｍの離型層を形成し、こ
の上にＡｌを０．１μｍ蒸着して背面電極を形成し、さ
らにこの上にポリビニルカルバゾール１部／ビフェニル
ｔ－ブチルフェニルオキサジアゾール０．１７部／テト
ラフルオロ棚酸テトラｎ－ブチルアンモニウム０．０１
部／ナイルレッド０．０３部をジクロロエタンに溶解し
た溶液をスピンコートにより塗布、乾燥して、Ｒの発光
材料を含む有機層を形成し、赤色発光用転写体とした。
【００４５】同様に、ＰＥＴフィルムからなる基材上
に、ポリエチレンワックス１５部をトルエンに分散した
分散液を塗布、乾燥して、０．５μｍの離型層を形成
し、この上にＡｌを０．１μｍ蒸着して背面電極を形成
し、さらにこの上にポリビニルカルバゾール１部／ビフ
ェニルｔ－ブチルフェニルオキサジアゾール０．１７部
／テトラフルオロ硼酸テトラｎ－ブチルアンモニウム
０．０１部／クマリン０．０３部をジクロロエタンに溶
解した溶液をスピンコートにより塗布、乾燥して、Ｇの
発光材料を含む有機層を形成し、緑色発光用転写体とし
た。
【００４６】また、ＰＥＴフィルムからなる基材上に、
ポリエチレンワックス１５部をトルエンに分散した分散
液を塗布、乾燥して、０．５μｍの離型層を形成し、こ
の上にＡｌを０．１μｍ蒸着して背面電極を形成し、さ
らにこの上にポリビニルカルバゾール１部／ビフェニル
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ｔ－ブチルフェニルオキサジアゾール０．１７部／テト
ラフルオロ硼酸テトラｎ－ブチルアンモニウム０．０１
部／スチリルアリーレン誘導体０．０３部をジクロロエ
タンに溶解した溶液をスピンコートにより塗布、乾操し
て、Ｂの発光材料を含む有機層を形成し、青色発光用転
写体とした。
【００４７】これら赤・緑・青色発光用の３種類の転写
体のうち、たとえば、まず、赤色発光用転写体を使用し
て、Ｒの発光材料を含む有機層を、フルカラー用表示基
板のポリビニルカルバゾール膜からなる有機層に密着さ
せ、赤色画素位置で上記転写体の裏面側（ＰＥＴフィル
ム側）からサーマルヘッドに電流を流すことにより、上
記画素位置において転写体およびフルカラー用表示基板
の有機層同士を熱融着させた。その後、上記転写体の離
型層と背面電極との界面で剥離して、フルカラー用表示
基板の赤色画素位置に、Ｒの発光材料を含む有機層と背
面電極を転写させて、赤色画素を形成し、残った転写体
を取り去った。
【００４８】つぎに、上記のフルカラー用表示基板の緑
色画素位置において、緑色発光用転写体を上記と同様の
方法で転写させて緑色画素を形成し、さらに引き続き、
青色発光用転写体を上記と同様の方法で転写させて青色
画素を形成した。最後に、このように転写積層した画素
全体をエポキシ樹脂でモールドして硬化処理することに
より、フルカラー有機ＥＬ表示装置を製造した。
【００４９】実施例２
赤・緑・青色発光用の３種類の転写体において、基材と
してＰＥＴフィルムに代えてガラス板を使用し、各転写
体の熱融着時に転写体の裏面側（ガラス板側）からレー
ザ光を対物レンズにより背面電極に集光させて加熱した
以外は、実施例１と同様にして、フルカラー有機ＥＬ表
示装置を製造した。
【００５０】実施例３
実施例１の方法により、フルカラー用表示基板の各色画
素位置に、赤色画素、緑色画素、青色画素をそれぞれ形
成したのち、画素全体にＡｌを０．１μｍ蒸着し、最後
に、紫外線硬化樹脂でモールドし、紫外線を照射して硬
化処理することにより、フルカラー有機ＥＬ表示装置を
作製した。
【００５１】実施例４
赤・緑・青色発光用の３種類の転写体の作製において、
ＰＥＴフィルムからなる基材上に、カルナバワックス１
０部をイソプロピルアルコールに分散した分散液を塗
布、乾燥して、０．５μｍの離型層を形成し、この上に
Ａｇを０．１μｍ蒸着して背面電極を形成した以外は、
実施例１と同様にして、赤・緑・青色発光用の３種類の
転写体の作製した。また、この３種類の転写体を使用し
て、以下、実施例１と同様にして、フルカラー有機ＥＬ
表示装置を作製した。
【００５２】実施例５
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透明なＰＥＴ基板上に信号線、走査線、コンデンサなど
を含むアクティブマトリクス用ＴＦＴ回路の画素群をつ
くり込んだのち、透明電極としてＩＴＯをスパッタリン
グにより製膜したフルカラー用表示基板を使用し、この
表示基板の赤色画素位置に、インクジェットヘッドによ
り、ポリビニルカルバゾール１部／ビフェニルｔ－プチ
ルフェニルオキサジアゾール０．１７部／テトラフルオ
ロ硼酸テトラｎ－ブチルアンモニウム０．０１部／ナイ
ルレッド０．０３部をジクロロエタンに溶解した溶液を
吐出した。
【００５３】同様に、上記表示基板の緑色画素位置に、
インクジェットヘッドにより、ポリビニルカルバゾール
１部／ビフェニルｔ－ブチルフェニルオキサジアゾール
０．１７部／テトラフルオロ硼酸テトラｎ－ブチルアン
モニウム０．０１部／クマリン０．０３部をジクロロエ
タンに溶解した溶液を吐出した。また、上記表示基板の
青色画素位置に、インクジェットヘッドにより、ポリビ
ニルカルバゾール１部／ビフェニルｔ－ブチルフェニル
オキサジアゾール０．１７部／テトラフルオロ硼酸テト
ラｎ－ブチルアンモニウム０．０１部／スチリルアリー
レン誘導体０．０３部をジクロロエタンに溶解した溶液
を吐出した。
【００５４】このように、フルカラー用表示基板の各画
素位置にＲ、Ｇ、Ｂの各発光材料を含む有機材料を充填
したのち、１００℃で１時間乾燥して、各画素位置に
Ｒ、Ｇ、Ｂの各発光材料を含む膜厚が５０ｎｍの有機層
を形成した。
【００５５】一方、ＰＥＴフィルムからなる基材上に、
ポリエチレンワックス１５部をトルエンに分散した分散
液を塗布、乾燥して、０．５μｍの離型層を形成し、こ
の上にＡｇを０．１μｍ蒸着して背面電極を形成し、さ
らにこの上にポリビニルカルバゾール１部をジクロロエ
タンに溶解した溶液をスピンコートにより塗布、乾燥し
て有機層を形成し、転写体を作製した。
【００５６】この転写体を、各画素位置にＲ、Ｇ、Ｂの
各発光材料を含む有機層を形成したフルカラー用表示基
板上に密着させ、熱プレスして、転写体の有機層と上記
表示基板の各発光材料を含む有機層を熱融着させた。そ
の後、上記転写体の離型層と背面電極との界面で剥離し
て、上記表示基板の画素全体に背面電極を転写積層し
た。最後に、このように転写積層した画素全体をエポキ
シ樹脂でモールドして硬化処理することにより、フルカ
ラー有機ＥＬ表示装置を製造した。
【００５７】
【発明の効果】以上のように、本発明は、表示基板に対
し、背面電極を形成した転写体を有機層の熱融着性を利
用して転写積層したことにより、有機ＥＬ表示装置、と
くにフルカラー有機ＥＬ表示装置を簡便な製造工程で安
価に製造でき、低価格でフレキシブルなフルカラーフラ
ットパネルディスプレイなどを実現できる。
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【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の有機ＥＬ表示装置の基本構成を示す断
面図である。
【図２】上記有機ＥＬ表示装置の製造方法を示す説明図
である。
【図３】本発明のフルカラー有機ＥＬ表示装置の一例を
示す概略構成図である。
【図４】本発明のフルカラー有機ＥＬ表示装置の別の例
を示す概略構成図である。
【符号の説明】
１  透明基板
２  透明電極
２Ｘ，２Ｙ，２Ｚ  各透明画素電極
３  表示基板 *
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*４（４１，４２）  有機層
４Ｘ，４Ｙ，４Ｚ  各画素に対応した発光材料を含む有
機層
５  背面電極
６  基材
７  離型層
８  保護層
９  ＴＦＴ回路
Ａ１  有機ＥＬ表示装置
Ａ２，Ａ３  フルカラー有機ＥＬ表示装置
Ｂ１  転写体
イ  有機層の厚み方向
ｘ，ｙ，ｚ  各画素位置

【図１】 【図２】

【図４】
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